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【
国
連
と
日
生
連
】 　
第
８
回

　
今
年
二
〇
一
五
年
ま
で
の
目
標
だ
っ
た
「
ミ
レ
ニ
ア

ム
開
発
目
標
（M

illennium
 D
evelopm

ent G
oals: 

M
D
G
s

）」
を
受
け
て
、
次
の
十
五
年
、
二
〇
三
〇

年
ま
で
の
「
持
続
可
能
な
開
発
目
標
（Sustainable 

Developm
ent Goals: SDGs

）」
が
九
月
二
七

日
、
国
連
サ
ミ
ッ
ト
で
採
択
さ
れ
た
。

　
「
あ
ら
ゆ
る
場
所
の
あ
ら
ゆ
る
形
態
の
貧
困
を

終
わ
ら
せ
る
」
な
ど
、「
総
合
的
、
遠
大
か
つ
人

間
中
心
な
（com

prehensive, far-reaching 
and people-centred

）
一
連
の
普
遍
的
で
変

革
的
な
目
標
と
タ
ー
ゲ
ッ
ト
」
の
達
成
を
め
ざ

す
（
目
標
は
十
七
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
百
六
十
九
）。

「
一
人
も
見
捨
て
な
い
（no one will be left 

behind

）」
理
想
を
か
か
げ
て
い
る
。

　
日
生
連
の
「
生
活
教
育
５
つ
の
指
標
」（
一
九
九
八
年
）

で
は
、「
生
活
教
育
が
本
来
国
際
的
な
も
の
で
あ
る
」
と
再

確
認
し
た
上
で
、「
３
．
私
た
ち
は
、
国
際
社
会
の
一
体
感

が
つ
よ
ま
る
21
世
紀
の
教
育
の
基
本
と
も
い
え
る
『
人
間

の
尊
厳
』『
平
和
の
希
求
』『
自
然
と
人
類
の
共
生
』
な
ど
、

地
球
人
類
が
共
に
生
き
続
け
る
思
想
の
獲
得
を
原
則
と
す

る
教
育
を
追
求
す
る
」
と
あ
る
。
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標

は
日
生
連
で
あ
ま
り
意
識
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
今
回
の
開

発
目
標
に
は
〈
参
加
〉
し
て
い
く
意
識
で
、
ま
ず
は
生
活

教
育
の
実
践
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
読
ん
で
み
た

い
。
教
科
書
や
学
習
指
導
要
領
を
点
検
す
る
視
点

に
も
な
る
だ
ろ
う
。
問
題
の
原
因
や
し
く
み
に
つ

い
て
は
書
い
て
い
な
い
の
で
、
現
代
版
「
日
本
社

会
の
基
本
問
題
」
に
つ
な
げ
る
と
し
た
ら
深
い
社

会
分
析
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。

　
こ
の
九
月
十
九
日
、「
安
保
法
案
」
が
参
議
院

で
「
採
決
」
さ
れ
た
。
対
案
を
大
き
な
構
え
で
考

え
、
つ
く
っ
て
い
き
た
い
。

 

（
研
究
部
・
加
藤
聡
一
）

参
考 　
「
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
２
０
３
０
ア
ジ
ェ
ン
ダ
」　
（
目

標
を
含
む
文
書
の
英
語
本
文
と
仮
訳
）
は
、
外
務
省
Ｈ
Ｐ
「『
持
続

可
能
な
開
発
の
た
め
の
２
０
３
０
ア
ジ
ェ
ン
ダ
』
を
採
択
す
る
国

連
サ
ミ
ッ
ト
」（http://w

w
w
.m
ofa.g

o.jp/m
ofaj/ic/g

ic/
page3

_0
0
1
3
8
7
.htm

l

）
か
ら
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
で
読
め
る
。

生活教育
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